
 

 

第１回総会（R2.10.2）決定 

 

第８４回国民スポーツ大会・第２９回全国障害者スポーツ大会 

開催基本方針 
 

１ 基本方針  

  第８４回国民スポーツ大会及び第２９回全国障害者スポーツ大会は、スポーツを通じて

健康で心豊かな人と地域を創るとともに、本県が誇る自然、歴史、文化・芸術等を発信す

る絶好の機会であります。 

天皇杯・皇后杯の獲得を目指し、全ての県民一人一人がそれぞれの力を発揮しながら一

体となって取り組むことで、夢や希望、感動を生み、郷土愛や誇り、将来を担う子どもた

ちのふるさと意識の醸成を図ります。 

  

２ 実施目標 

（１） 県民一人一人によるおもてなし 

全国からの来県者をおもてなしの心でお迎えし、大会を通じて、島根県民の持つあ 

たたかい県民性に触れてもらうことにより、島根ファンを増やし、県の魅力を高め 

る大会とします。 

 

（２） スポーツに親しむ環境づくり 

大会の開催が、県民のスポーツに取り組むきっかけとなり、各地域のスポーツに触 

れられる環境を整備することによって、生涯を通じてスポーツに取り組む機会を増 

やし、地域のコミュニティの維持や発展、健康増進につなげる大会とします。 

 

（３） スポーツの普及・推進による地域づくり・人づくり 

地域や学校、地元企業等とも連携して、選手や指導者、スポーツを支える人材の育 

    成や受け皿づくりに取り組み、大会開催後においても成果が継続する、地域住民に 

    根ざした特色あるスポーツ文化の育成を通じた地域づくりや人づくりを目指す大会 

    とします。 

 

（４） 環境との共生や多様な人との協働によるコンパクトな大会運営 

既存施設や隣県施設を活用するほか、リサイクル等による環境負荷の低減や維持費

の削減を考慮した施設整備を行うとともに、関係団体、企業、ボランティアなど多

くの方々が世代や分野を越えて協力し合い、それぞれの強みを生かした官民協働に

よる効率的でコンパクトな大会とします。 

 

（５） 島根の魅力の情報発信等による産業振興 

大会の開催を通じて、島根が誇る自然、歴史、伝統芸能や伝統工芸などの文化・芸 

術、さらには島根ならではの食やサービスに触れてもらうことにより、開催後の来

訪につなげるとともに、スポーツ関連事業における起業や事業拡大など、経済波及

効果を高める大会とします。 

 

（６） ともに支え合う社会の推進 

障がい者が日常的にスポーツに親しむことができる環境を整え、皆でスポーツを楽 

しむことで人と人との絆を育み、障がい者への理解を深め、ともに支え合う社会を 

目指す大会とします。 


